
第第
九九
十十
回回
長長
崎崎
地地
区区
メメ
ーー
デデ
ーー

賃
金
引
き
上
げ
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
労
働
環
境
向
上
。
平
和
で
笑
顔
あ

ふ
れ
る
未
来
の
実
現
。
夏
の
参
院
選
必
勝
に
向
け
総
勢
三
千
名
の
仲
間
が
集
結
し

団
結
�

【
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

す
べ
て
の
働
く
者
の
連
帯
で
、
自
由
で
平
和
な
世
界
と

希
望
の
も
て
る
安
心
で
豊
か
な
社
会
を
つ
く
ろ
う
！

今
回
で
第
九
十
回
を
迎
え
る

長
崎
地
区
メ
ー
デ
ー
（
連
合
長

崎
主
催
）
が
晴
天
の
下
、
長
崎

出
島
ワ
ー
フ
横
三
角
公
園
で
開

催
。
毎
年
五

月
一
日
に
開

催
し
て
い
ま

す
が
、
今
年

は
前
倒
し
と

な
る
四
月
二
十
七
日
に
開
催
。

労
働
者
の
地
位
、
労
働
条
件
の

向
上
や
賃
金
引
上
げ
、
格
差
是

正
な
ど
を
訴
え
多
く
の
労
働
者

が
集
結
。
主
催
者
を
代
表
し
て

酒
井
隆
連
合
長
崎
地
協
議
長
が

「
統
一
自
治
体
選
挙
推
薦
議
員

へ
の
支
援
の
お
礼
と
施
行
さ
れ

た
働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
る

長
時
間
労
働
の
是
正
や
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
実
現
な
ど
労
働

環
境
向
上
に
努
め
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
連
合
長

崎
宮
﨑
会
長
。
ま
た
来
賓
と
し

て
、
国
民
民
主
党
長
崎
県
連
合

会
西
岡
代
表
代
行
、
社
民
党
長

崎
県
連
合
坂
本
幹
事
長
、
立
憲

民
主
党
長
崎
県
連
合
赤
木
副
代

表
が
挨
拶
。
中
村
知
事
、
田
上

市
長
も
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
。

第
二
十
五
回
参
議
院
議
員
選
挙

必
勝
決
議
を
含
む
三
つ
の
特
別

決
議
の
採
択
後
、
暮
ら
し
の
底

上
げ
、
平
和
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る

未
来
の
実
現
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
た
メ
ー
デ
ー
宣
言
が
採
択
さ

れ
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
力

強
く
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
し
、
終

了
し
ま
し
た
。

◇
長
崎
地
区
労
メ
ー
デ
ー

〜
五
百
名
が
江
戸
町
公
園
に

結
集
。
デ
モ
行
進
も
〜

五
月
一
日
に
は
長
崎
地
区
労

主
催
に
よ
る
メ
ー
デ
ー
が
江
戸

町
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

約
五
〇
〇
名
の
参
加
者
が
賃
上

げ
な
ど
労
働
者
の
処
遇
改
善
を

訴
え
集
ま
り
ま
し
た
。
集
会
後

は
坂
本
県
議
、
池
田
市
議
ら
を

先
頭
に
参
加
者
全
員
で
長
崎
市

内
中
心
部
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
を
上
げ
な
が
ら
デ
モ
行
進
を

行
い
ま
し
た
。

（
写
真
右
）

建設長崎第74回定期大会
開 催 告 示

組合員各位 令和元年5月15日
長崎県建設産業労働組合
執行委員長 舩津 栄市

記
組合は規約第22条から第25条に基づき、下記要領で大会を開催致しま

す。
【開催日時】令和元年7月14日㈰ 午前9時受付、午前10時開会

午後4時30分閉会予定
【開催場所】長崎新聞文化ホール
【目 的】1年間の組合運動の総括（経過と決算）、新年度の運動方

針と予算、新役員の選出等を審議する最高決議機関として
開催します。

【内 容】1．平成30年度活動経過報告承認の件
1．平成30年度会計決算報告承認の件
1．令和元年度運動方針（案）決定の件
1．令和元年度一般会計予算（案）決定の件
1．令和元年度役員改選に関する件
1．その他の件

代 議 員 立 候 補 告 示
組合規約第22条、大会運営規定第3条に基づき、総数120名（各支部

に選出数割り当て）を選出します。
立候補届受付 ・受付期間 令和元年7月1日㈪ 午後4時迄

（土、日除く）
・受付会場 県下15支部の各支部事務所

尚、立候補者が定数内の場合は、従来通り信任投票
を行わず、立候補者全員無投票当選とします。

立候補制限 組合費等を4ヵ月以上滞納している組合員は除きます。

本部役員立候補告示
組合規約第38条、役員選出規定第7条、8条に基づき、本部役員に立

候補する者は所属支部の推薦を受け、原則として大会の2週間前までに
選挙管理委員長に届け出て下さい。

統
一
自
治
体
選
挙
後
半
戦
（
長
崎
市
長
、
市
議
・
町
議
選
）

二
〇
一
九
年
統
一
自
治
体
選
挙
の
後
半
戦
と
な
る
、
二
市
二
町
長
選
（
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、
東
彼
杵

町
、
小
値
賀
町
）、
三
市
四
町
議
選
（
長
崎
市
、
佐
世
保
市
、
大
村
市
、
長
与
町
、
時
津
町
、
東
彼
杵
町
、

川
棚
町
、
小
値
賀
町
）
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。
※
長
与
町
は
無
投
票
当
選

そ
の
結
果
、
建
設
長
崎
が
推
薦
す
る
左
記
の
方
々
が
見
事
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
、
家
族
の
皆
様
に
は
ご
支
援
・
ご
協
力
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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1部20円 組合員の購読料は組合費に含みます
印刷●㈱昭和堂 TEL 095‐821‐1234

発行●長崎県建設産業労働組合 〒852‐8021 長崎市城山町17番58号 TEL 095‐862‐7121 FAX 095‐862‐5281 http//www.kensetunagasaki.org/ 発行責任者●田上一郎 編集人●若杉孝雄

お願い
国保組合に対する特別助成の満額確保に
むけた「ハガキ要請行動」に取り組みます。

宛先：厚生労働省
組合員・ご家族の皆様の直筆でご協力を！

山下 隆良
（国民・7期目）

佐
世
保
市
議

古家 勉
（社民・4期目）

安部 都
（無所属・3期目）

長
与
町
議

田上 富久
（無所属・4期目）

長
崎
市
長

池田 章子
（社民・4期目）

長
崎
市
議

野口 達也
（無所属・5期目）

5
出
島
ワ
ー
フ
横
三
角
広
場
メ
ー
デ
ー
会
場

◇長崎地区労メーデー 長崎市内中心部でデモ行進
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諫　　　早 佐世保中央 平　　　戸
Ａコート Cコート Bコート

平成31年度長崎県子育て応援住宅支援事業

事業の目的

多子世帯 3世代同居・近居

対 象 者

①同居する18歳未満の子が3人以上（妊娠中を含む）の世帯
②同居する18歳未満の子が2人で更なる妊娠・出産を希望する夫婦

多子世帯

新たに同居又は近居

子育て世帯を支援する世帯
（子育て世帯の父母、おじおば、祖父母など）

��小学生以下の子どもがいる子育て中の世帯

3世代

子育て世帯 親等の世帯

補助メニュー・補助額

補助額

補助額
補助率1／5（上限40万円※4）
※対象経費の合計に対して

メニュー
（補助金交付決定後に行う以下の内容が対象）

①中古住宅を取得
②取得時に行うリフォーム工事※3

①中古住宅を取得
②リフォーム工事※3

対象者

多子世帯

3世代
同居※1近居※2

支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

平
成
最
後
の
大
会

平
戸
支
部
が
二
年
ぶ
り
の
栄
冠

四
月
二
十
一
日
㈰
、
建
設
長

崎
各
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
琴
海
北
部
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
、
白
熱
し
た
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
気
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

全
体
で
十
一
支
部
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

試
合
は
「
リ
ン
ク
リ
ー
グ

制
」
で
行
わ
れ
、
抽
選
で
三
つ

の
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
隣
り
合

う
二
チ
ー
ム
と
試
合
を
行
い
、

勝
ち
点
等
（
同
点
の
場
合
は
失

点
数
が
少
な
い
チ
ー
ム
）
に
よ

り
各
リ
ー
グ
か
ら
一
チ
ー
ム
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上

が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
、

各
リ
ー
グ
か
ら
諫
早
支
部
、
平

戸
支
部
、
佐
世
保
中
央
支
部
が

進
出
。
諫
早
支
部
が
シ
ー
ド
と

な
り
、
佐
世
保
中
央
支
部
と
平

戸
支
部
が
準
決
勝
を
行
い
、
平

戸
支
部
が
勝
利
。
決
勝
戦
は
諫

早
支
部
と
平
戸
支
部
が
決
勝
戦

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

両
チ
ー
ム
と
も
序
盤
は
堅
実

な
守
備
で
得
点
を
許
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
平
戸
支
部
が
二
ラ

ン
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
先
制
。
諫
早

支
部
も
一
点
を
す
ぐ
に
取
り
返

し
、
あ
と
一
点
を
追
う
展
開
と

な
り
ま
し
た
が
追
い
付
く
こ
と

は
で
き
ず
、
平
戸
支
部
が
逃
げ

切
り
二
年
ぶ
り
に
優
勝
旗
を
手

に
し
ま
し
た
。

﹇
試
合
結
果
﹈

（
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
）

（
予
選
リ
ー
グ
）

安心して子育てができる住環境整備のため、多子世帯や新たに3世代
（親、子、孫など）で同居・近居するための中古住宅の取得や住宅の改
修を支援します！

安心して子どもを産み育てることのできる
住まい・居住環境の整備を支援することで、
出生率の向上や子育て環境の充実を図ります。

補助事業の実施の有無、実施内容や補助要件は各自治体により異なります。
詳細については各市町村の補助金申請窓口へお問い合わせ下さい。

（家族の場合）

「私の夫は長崎県で○○をしています」
「私の父は長崎県で○○をしています」

※○○は大工、左官、塗装工など建設業
に携わっている職種を記入して下さい。

3．例文
（本人の場合）

私は長崎県で○○をしています。
建設国保はいのちと健康を守る
大切な制度です。私たちの建設
国保への補助金は、現行水準を
確保してください。

2019年度の国保組合関係予算の総額は、ハガキ要請行
動等の取り組みにより2018年度と同額の2876．2億円でし
た。一人当たり医療費の伸びを18年度比1．4％増と見込
まれること等により、国保組合の現行補助水準を確保出
来る見通しとなりました。現行補助水準の確保という成
果を築いた大きな要因は、全国の仲間一人ひとりが参加
するハガキ要請行動の取り組みによるものです。
私たちの社会保障の要である建設国保の現行補助水準
を確保するため、組合員1人2．5枚の「ハガキ要請行動」
にご理解とご協力をお願いいたします。

【記】
1．取り組み期間
令和元年5月22日㈬～7月12日㈮

2．要請先『厚生労働省』
〒100‐8916東京都千代田区霞が関1‐2‐2
①厚生労働省 保険局長 殿
②厚生労働省 大臣官房審議官 医療保険担当 殿
③厚生労働省 国民健康保険課長 殿
④厚生労働省 国民健康保険課長補佐 殿

2020年度 国保組合予算の概算要求に向けた「ハガキ要請行動」にご協力を!!

大村
佐東
浦上東
佐東

15－5
14－4
3－4
12－1

Ａコート

諫早
浦上東
大村
諫早

中央
平戸
島原
平戸

9－1
3－18
12－17
1－6

Ｂコート

西彼
島原
中央
西彼

大浦
佐中
東長崎

13－1
4－12
6－4

Ｃコート

東長崎
大浦
佐中

平成31年4月1日現在
（最新の情報は住宅課ホームページに掲載しております）

電話番号

095‐829‐1189
0956‐25‐9626
0957‐62‐8012
0957‐22‐1500
0957‐53‐4111

－
0956‐72‐1111
0920‐58‐2294
0920‐42‐1111
0959‐72‐6117
0959‐37‐0021
0957‐38‐3111
0957‐73‐6677
095‐883‐1111
095‐882‐4807
0957‐46‐1155
0956‐82‐3130
0956‐85‐2111
0959‐56‐3111
0956‐62‐2101
0959‐53‐1111

凡例 事業実施中：○ 事業開始準備中：△ 未実施：－ 検討中：※

窓 口

住宅課
都市政策課
政策企画課
建築住宅課
建築課

－
都市計画課
こども未来課
建設課
社会福祉課
住宅建築課
建築課
都市計画課
土木管理課
都市整備課
町民課
住民福祉課
建設課
建設課
建設課
建設課

事 業 名

長崎市子育て住まいづくり支援事業補助金
佐世保市3世代同居・近居促進事業
島原市3世代ファミリー応援事業
諫早市3世代同居・近居促進事業
大村市3世代同居・近居促進事業

－
松浦市3世代同居・近居促進事業
対馬市3世代同居・近居促進事業
壱岐市3世代同居・近居促進事業
五島市3世代同居・近居促進事業
西海市3世代同居・近居促進事業
雲仙市子育て応援住宅支援事業
南島原市3世代同居・近居促進事業
長与町子育て応援住宅支援事業
時津町子育て応援住宅支援事業
東彼杵町子育て応援住宅支援事業
川棚町子育て応援住宅支援事業
波佐見町3世代同居・近居促進事業
小値賀町3世代同居・近居促進事業
佐々町3世代同居・近居促進事業
新上五島町子育て応援住宅支援事業

補助金申請窓口一覧（実施市町）

受 付 中
3世代
○
△
○
○
○
－
※
△
○
○
△
○
○
△
△
○
○
△
△
○
△

多子世帯
－
－
－
－
－
－
※
△
○
※
△
○
○
△
△
○
○
－
△
－
△

市町名

長崎市
佐世保市
島原市
諫早市
大村市
平戸市
松浦市
対馬市
壱岐市
五島市
西海市
雲仙市
南島原市
長与町
時津町
東彼杵町
川棚町
波佐見町
小値賀町
佐々町
新上五島町

▲優勝 平戸支部

▲準優勝 諫早支部
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《お申込みのお願い》

巡回健診のお申込みは
準備の都合上、実施日
の 2週間前までに組合
へお願いします。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

■巡回健診実施予定会場（下記会場の中からお選び下さい。）
健診会場（予定）

平戸文化センター
諫早市健康福祉センター
時津町北部コミュニティセンター
佐々町文化会館
建設長崎大村支部事務所
島原文化会館
相浦地区公民館
時津町北部コミュニティセンター

健診時間帯
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時
9時～12時

実 施 日
2019年6月30日㈰

7月7日㈰
7月21日㈰
9月8日㈰
9月29日㈰
10月27日㈰
11月10日㈰
11月24日㈰

������������������������������������

長 建 国 保 だ よ り巡回健診の実施について
多くの皆様に健康診断を受診していただけるよう、各地区巡回型による健康診
断を開催します。日頃からお忙しい皆様にも是非この健康診断を年に一度の健康
チェックとしてご活用いただきますようご案内いたします。

■受診対象者
受診対象者は、本年4月1日現在で長建国保に加入している40歳以上の方（同
日現在の加入者で翌年3月31日までに40歳になる方を含む）で、長建国保の特定
健診受診券の交付を受けている方です。
尚、受診対象者以外の方でも自己負担2，000円で基本検査項目を受診すること
が出来ます。
■受診申込方法
受診ご希望の方は、所定の「巡回健康診断申込書」にご記入の上、実施日の2
週間前までに組合支部窓口へお申込下さい。
お申込はFAX及び郵送でも受け付けています。
○FAXの場合：FAX番号 095－862－6246
○郵送の場合：〒852－8021 長崎市城山町29－26 長建国保宛

※お申込後、健診実施機関より健診日時及び注意事項など、詳細な受診案内書が送付されますので
必ずご確認下さい。

■受診に必要なもの
特定健康診査受診券、保険証、健診機関から送付される受診票、実費（選択検
査項目申込者のみ）、検査用容器など
■巡回健診の検査項目
《基本検査項目》（受診者全員：自己負担なし）
身体測定（身長・体重・BMI・腹囲）、血圧測定、医師問診、尿検査（尿糖・
尿蛋白）、血液検査（脂質検査・肝機能検査・血糖検査）、胸部レントゲン検
査、腎機能検査、心電図検査、貧血検査、痛風検査、視力・聴力

《選択検査項目》（希望者のみ：一部自己負担）

特定健診のご案内と
受診券を郵送しました
受診券の他に①「特定健診実施
機関一覧表」②「質問票」③「巡
回健診申込書」④「特定健診受診
券」を同封していますので是非ご
覧下さい。

人間ドックの実施について
長建国保では組合員と家族の生命と健康を守る一環として、疾病の予防と早期
発見により健康管理の一層の推進を図る為、組合員と配偶者（主婦）の「1泊2
日」、「日帰り」の人間ドックを実施します。
■受診対象者
● 長建国保加入の組合員
● 配偶者（主婦）
【条件】 ①1泊2日 満40歳以上の方

日帰り 満35歳以上の方
②保険料を完納している組合員

■受診料（受診者の個人負担額）
個人負担額 1泊2日 受診者1人につき18，000円

日帰り 受診者1人につき7，000円
※申込の際に所属支部事務所で必ず納入して下さい。
■申込方法
受診申込は、所属支部事務所までお願い致します。
（五島市、上五島の組合員は組合本部へご連絡下さい。）
■実施期間
本年4月1日から翌年3月末まで実施致します。
※4月に所属支部事務所で申込を行った場合でも、病院側の受け入れ態勢等の都
合により必ずしも4月に受診出来るとは限りませんのでご了承下さい。
■検診の内容
①身体検査 ②血圧測定 ③心電図検査 ④眼底検査 ⑤尿検査 ⑥便検査
⑦血液検査 ⑧肺機能検査 ⑨胸部Ⅹ線検査 ⑩胃部Ⅹ線検査 ⑪超音波検査
⑫骨密度Ⅹ線検査 ⑬体力測定 ⑭婦人科検診（子宮癌、乳癌） 等
※検査内容は、病院によって多少異なります。
■実施医療機関（予定）
・ながさき内科リウマチ科病院 ・さとう内科医院
・虹が丘病院 ・長崎原爆病院
・福田ゆたか外科医院 ・長崎北徳洲会病院
・日赤諫早病院 ・大村市民病院
・佐世保中央病院 ・久保内科病院
・平戸市民病院 ・五島中央病院
※受診対象者（男性、女性）、受診区分（1泊2日、日帰り）、婦人科検診内容（乳
癌、子宮癌）等、詳しくは所属支部事務所までお問い合わせ下さい。

指定温泉の利用施設が増えました

〔施設名称 いいもり月の丘温泉〕
住所 854‐1111 長崎県諫早市飯盛町平古場279番地
電話 0957－28－4141

営業時間 10：00～21：00
定休日 毎月第3水曜日、12月31日、1月1日

大人料金 510円（補助券・優待券適用）
子供料金 （補助券・優待券適用外）
12歳以上～16歳未満 300円
7歳以上～12歳未満 280円
4歳以上～7歳未満 100円

大人料金510円－300円（補助券・優待券）＝210円（自己負担）
館内の入館料自動販売機に「長建国保」ボタンがあります
210円を投入�「長建国保」ボタンを押し�入館券と一緒に
補助券・優待券をフロントにお出しください

………………………………注意 ………………………………
補助券には必ず長けん番号（7ケタ）・氏名をご記入下さい
優待券には必ず氏名をご記入下さい。
※ご記入がない場合、ご利用できません

選択検査を受診される方は下記受診料金を健診当日に係員に現金にてお支払下さい。
受診料金（税込）
1，500円
2，000円
1，200円
無料

選択検査項目
胃がん検査（ペプシノーゲン）
胃がん（ＡＢＣ）検査（ペプシノーゲン＋ピロリ菌）
骨粗しょう症、骨密度検査
喀痰細胞診（肺がん3日間蓄痰）

受診料金（税込）
1，000円
1，500円
2，300円
無料

選択検査項目
前立腺がん検査

子宮頚がん検査（自己採取法）
肝炎検査（Ｂ型・Ｃ型）
大腸がん検査（検便2日分）

自覚症状がなく気づかないうちに進行する
生活習慣病の早期発見と予防に

健健康康診診断断をを受受けけままししょょうう
長建国保に1年以上加入している40～75歳未満の方で、

特定健診受診券の交付を受けている方
組合指定の医療機関
（「特定健診実施機関一覧表」に記載されている医療機関）
※一覧表に記載されていない健診機関では受診することができません。

ご希望の医療機関へ直接申込・ご予約をお願いします。

○受診券 ○質問票 ○保険証

・身体計測 ・血圧 ・血中脂質検査
・肝機能検査 ・血糖検査 ・尿検査 ・問診
※一部の医療機関では「組合特別健診」として胸部Ｘ線検査も行います。
※上記以外で医師の判断により下記詳細な検査が行われる場合があります。
・貧血検査 ・心電図検査 ・眼底検査
受診券にて受診した場合に限り自己負担はありません。

受診券に記載されている有効期限までに受診して下さい。

受診しやすい医療機関を選択し、ご都合の良い日時を
直接予約すると受診できます。お仕事などで決められた
日時に受診できなかったときも再度予約すれば受診でき
ますので大丈夫。くれぐれも先延ばしにしないようお早
めに受診いただくことをおすすめします。

対 象 者

受診できる
医 療 機 関

申 込 方 法
健診に必要
なもの

検 査 項 目

自 己 負 担
受診できる
期 間

～メタボ予防に着目した健康診断～診健定特
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西
彼
支
部
時
津
分
会

西
彼
支
部
長
与
分
会

大
村
支
部
主
婦
会

西
彼
支
部
琴
海
分
会

佐
世
保
東
支
部
主
婦
会

浦

上

東

支

部

〜
分
会
長
と
し
て
初
旅
行
企
画
す
〜

少
し
寒
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

時
津
連
合
分
会
で
は
、
三
月
三
十
一
日

㈰
に
お
花
見
日
帰
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
子
供
二
名
を
含
む
三
十
六
名
の

組
合
員
・
主
婦
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂
き

ま
し
た
。

行
先
は
昨
年
に
引
続
き
、
雲
仙
市
の

橘
神
社
で
花
見
を
し
、
同
じ
く
雲
仙
市

の
み
か
ど
ホ
テ
ル
で
昼
食
を
と
っ
て
時

津
に
帰
る
と
い
う
旅
程
で
し
た
。

橘
神
社
に
は
、
沢
山
の
団
体
が
来
て

い
ま
し
た
が
、
入
口
側
に
陣
取
り
、
凡

そ
二
時
間
宴
会
を
し
ま
し
た
。

み
か
ど
ホ
テ
ル
も
二
時
間
の
バ
イ
キ

ン
グ
で
し
た
が
、
お
酒
が
無
か
っ
た
の

が
心
残
り
で
し
た
。

帰
り
は
水
な
し
本
陣
や
愛
野
町
の
和

泉
屋
で
買
い
物
を
し
ま
し
た
。

分
会
長
と
し
て
お
花
見
旅
行
を
す
る

の
は
初
め
て
で
し
た
が
、
開
催
に
あ

た
っ
て
は
、
中
尾
副
支
部
長
を
始
め
、

沢
山
の
方
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
。

お
蔭
様
で
怪
我
無
く
無
事
に
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。（

嶋
本
清
孝
）

〜
贅
沢
な
日
帰
り
旅
行
〜

長
与
連
合
分
会
は
、
三
月
二
十
四
日

㈰
毎
年
恒
例
の
花
見
会
を
三
十
四
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
武

雄
の
御
船
山
楽
園
見
学
、
嬉
野
温
泉
ホ

テ
ル
桜
で
食
事
、
宴
会
と
贅
沢
な
日
帰

り
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

早
朝
、
バ
ス
の
出
発
と
同
時
に
ビ
ー

ル
で
乾
杯
。
昼
食
会
場
で
二
度
目
の
乾

杯
。
帰
り
の
バ
ス
で
も
ま
た
乾
杯
と
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

桜
の
花
は
、
ま
だ
二
分
咲
き
で
、
つ

つ
じ
の
花
も
つ
ぼ
み
で
し
た
が
、
令
和

と
共
に
つ
ぼ
み
も
膨
ら
み
西
彼
支
部
・

長
与
連
合
分
会
が
花
開
く
よ
う
に
分
会

活
動
や
拡
大
行
動
に
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
皆
で
語
ら
い
、
親
睦
と
出
会
い
に
感

謝
の
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

各
支
部
だ
よ
り

〜
豪
華
な
昼
食
に
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
〜

大
村
支
部
主
婦
会
は
四
月
二
十
七
日

に
日
帰
り
旅
行
会
を
行
い
ま
し
た
。（
組

合
員
さ
ん
を
含
め
十
六
名
の
参
加
）

天
気
に
恵
ま
れ
定
刻
通
り
に
支
部
事

務
所
を
出
発
し
、
ま
ず
向
か
っ
た
の
は

糸
島
の
桜
井
神
社
で
す
。
参
拝
し
た
こ

の
神
社
は
黒
田
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
に

よ
っ
て
造
営
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

現
在
で
は
有
難
い
ご
利
益
を
は
じ
め
絶

景
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
見
ヶ
浦
に
あ
る
夫
婦
岩
は
車
窓
か

ら
見
学
で
す
。
眺
め
る
景
色
は
素
晴
ら

し
く
古
く
か
ら
神
聖
な
場
所
と
し
て
崇

め
ら
れ
て
い
た
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
夫

婦
円
満
の
ご
利
益
が
あ
る
と
有
名
で
す
。

そ
の
後
、
杉
乃
舎
酒
蔵
を
見
学
。
昼

食
は
佐
賀
牛
・
い
か
の
活
造
り
と
豪
華

さ
に
び
っ
く
り
。

そ
れ
ぞ
れ
お
腹
も
満
足
し
た
と
こ
ろ

で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
向
か
い
ま
し
た
。

車
中
で
は
笑
い
声
が
飛
び
交
い
楽
し
い

旅
行
会
も
あ
っ
と
い
う
間
に

終
わ
り
ま
し
た
。

（
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
ご

利
益
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
（
笑
））

〜
初
め
て
の
お
花
見
会
〜

琴
海
分
会
で
は
、
三
月
三
十
一

日
㈰
に
分
会
と
し
て
は
初
め
て
と

な
る
お
花
見
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

場
所
は
、「
琴
海
中
央
公
園
」

で
、
地
元
の
人
し
か
知
ら
な
い
穴

場
ス
ポ
ッ
ト
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
な
ど
も

あ
る
せ
い
か
、
子
供
の
楽
し
そ
う

な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

初
め
て
の
企
画
で
し
た
の
で
、

行
き
届
か
な
い
点
な
ど
、
多
数

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
分
会

の
皆
さ
ん
へ
の
案
内
の
電
話
掛
け

や
当
日
の
昼
食
弁
当
・
飲
み
物
の

手
配
な
ど
な
ど
、
役
員
の
皆
さ
ん

に
は
ご
協
力
を
頂
き
、
是
非
、
来

年
以
降
も
継
続
し
て
開
催
し
て
い

こ
う
ね
と
お
褒
め
の
言
葉
を
沢
山

頂
き
ま
し
た
。

何
と
か
無
事
に
開
催
出
来
て

ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
本
当
に
皆
さ

ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
徳
永
八
郎
）

〜
笑
い
声
が
飛
び
交
う
島
原
旅
行
〜

佐
世
保
東
支
部
で
は
、
四
月
二

十
五
日
、
二
十
六
日
に
主
婦
会
七

名
で
島
原
方
面
へ
旅
行
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

十
一
時
に
支
部
に
集
合
し
、
い

ざ
出
発
‼

車
内
で
は
、
楽
し
い
会
話
で
盛

り
上
が
り
、
笑
い
声
が
飛
び
交
う

中
、
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
雲
仙

地
獄
め
ぐ
り
に
到
着
。
温
泉
か
ら

湧
き
出
る
白
い
煙
の
中
を
散
策
し
、

周
り
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
楽
し

み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
仁
田
峠
を
経
由
し
、

本
日
の
お
宿
で
あ
る
雲
仙
み
か
ど

ホ
テ
ル
で
一
泊
し
ま
し
た
。

翌
日
は
、
茅
原
さ
ん
の
ご
実
家

（
島
原
ご
出
身
）
で
い
ち
ご
狩
り

を
し
、
今
が
旬
の
い
ち
ご
を
頬
張

り
、
ほ
っ
ぺ
が
お
ち
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

佐
世
保
へ
帰
る
前
に
、
が
ま
だ

す
ド
ー
ム
で
雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火

の
様
子
を
見
学
し
た
り
、
島
原
城

近
く
の
お
食
事
処
で
お
い
し
い
具

雑
煮
を
食
べ
、
支
部
に
十
五
時
三

十
分
頃
到
着
し
ま
し
た
。

支
部
に
到
着
後
も
旅
の
話
で
盛

り
上
が
り
、
令
和
に
な
っ
て
も
ま

た
行
き
た
い
と
言
っ
て
解
散
と
な

り
、
無
事
に
旅
行
を
終
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

（
堀
本
さ
ゆ
り
）

〜
恒
例
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
〜

浦
上
東
支
部
で
は
、
恒
例
と
な
っ
た

親
睦
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
、
四
月
二

十
八
日
㈰
「
あ
ぐ
り
の
丘
」
で
開
催
。

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
総
勢
四
十
六
名

の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。

支
部
三
役
さ
ん
に
は
九
時
に
集
合
頂

き
、
材
料
の
運
搬
か
ら
飲
み
物
の
準
備

や
炭
起
こ
し
な
ど
手
際
よ
く
段
取
り
し

て
頂
き
ま
し
た
。

準
備
が
整
っ
た
十
一
時
頃
に
は
組
合

員
・
家
族
も
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
田

崎
支
部
長
の
挨
拶
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
ス
タ
ー
ト
。

焼
き
肉
、
焼
き
鳥
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
、

焼
き
そ
ば
や
、
あ
さ
り
、
兜
焼
き
な
ど

焼
か
れ
て
、
ビ
ー
ル
片
手
に
参
加
者
の

皆
さ
ん
お
肉
な
ど
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

終
了
間
際
に
は
焼
き
お
に
ぎ
り
や
お
好

み
焼
き
な
ど
も
焼
か
れ
て
子
供
さ
ん
ら

に
大
変
好
評
で
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
本
部
よ
り
舩
津
委
員

長
・
田
上
副
委
員
長
、
四
月
の
統
一
自

治
体
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
推
薦
議
員
の

坂
本
県
議
と
野
口
市
議
に
も
参
加
頂
き
、

和
気
あ
い
あ
い
と
懇
談
頂
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
同
会
場
で
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
準
備
の

空
き
時
間
を
利
用
し
て
、
賃
金
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布
を
行
い
、
建
設
長
崎
の
ア

ピ
ー
ル
も
で
き
ま
し
た
。

今
回
も
、
事
前
の
準
備
か
ら
当
日
の

お
世
話
を
し
て
頂
い
た
役
員
の
方
や
、

組
合
員
・
ご
家
族
の
協
力
の
下
、
盛
会

裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

二級建築施工管理技士 受講生募集中‼
受講申込受付 4月より随時受付
講 習 場 所 長崎建設技術専門学院（095－861－9261）

大村建設技術専門学院（0957－53－8385）
講 習 期 間 2019年7月上旬～10月下旬まで（28日間予定）
講 習 時 間 毎週3回予定 午後6時30分～9時まで
受 講 料 30，000円
講 習 内 容 建築一般Ⅰ・建築一般Ⅱ・安全管理・施工管理・

品質管理・工程管理・法規Ⅰ・法規Ⅱ・実技全般
募 集 人 員 各校とも最低5名以上で実施
受 験 資 格 （実務経験） 高等学校（指定学科卒）3年以上

指定学科以外卒業後4年6ヶ月以上
実務経験者8年以上
大学・専門校により実務経験は異なります。

※受講希望者で早目の申込があれば、願書は学院で準備します。

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第647号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2019年（令和元年）5月15日発行


